
No.3323-1
作品見本

上マチの表地・裏地を中心で
カットする

②-2 上マチの表と裏を中表に合わ
　　　せて縫う（0.7cm巾）

②-3 表に返してファスナーの際に
　　  ステッチする

②-4 反対側も同様に縫い上マチの
　　  周囲を仮止めする

②-1 上マチ表とファスナーを中表に
　　　合わせて仮止めする

① 上マチをカットする

③-1 上マチの両端を下マチの表地と裏地で
　　はさみこみ縫う

③-2 表に返し下マチの際をステッチをし

　　両サイドを仮止めする

③ マチを縫い合わせる

型紙には縫代は含まれておりません１cm の縫代を付けて裁断して下さい

ボディーバッグ

④ パイピングを仮止めする

④-2 パイピングを接ぐ位置の左右に
　　 1cmずつ残してカットする

④-3 左側のパイピングの縫い目を3cm位ほどき左端を１cm折る。次に右側を
　　  左側に入れ込み重なった紐をカットしてくるみ3～4cm残した部分を仮止めする

1cm

④-1 パイピングをマチの周囲に仮止めする
     （接ぎ目の3～4cm位手前で縫い止める）※パイピングのミシン目の際を

　仮止めする

　　5.3cm　
　　 

　　指定以外は1cm　
　　 1cm1cm

1cm

　　1.5cm　
　　 

3～4cm

３～4cm

仮止め

ステッチ

拡大図

ファスナー（裏）

　　上マチ表（表）

仮止め

0.7cm

　　上マチ裏（裏）

上マチ表（表）

仮止め

⑤ 下マチを縫う

下マチ表（裏）

下マチ裏（表）

※（芯を貼ります）の表記は接着芯を貼る場合の目安です。

　生地の厚さやお好みにより、貼らなくてもお作り頂けます

　接着芯を使用する場合は、表地と同じ大きさに裁断して表地の裏に貼ります

縫代の付け方（参考）

本体背表

（芯を貼ります）

（1枚）

本体前表

（1枚）

 (
 

当て布 

下マチ表 
（芯を貼ります）

（芯を貼ります）

ポケット表
（1枚）

（芯を貼ります）

上マチ表 （1枚）（芯を貼ります）

肩紐 ( キルト芯） 

本体背裏本体前裏

上マチ裏

ポケット裏

下マチ裏（1枚） （1枚）
（1枚）

（1枚）

D



⑤-1 ポケットの表地と裏地を

中表に合わせて口を縫い

表に返してステッチをする

⑤-2 ポケット

　を本体背に仮止めする

ポケット表地

(裏)

表に返して口にステッチする
ポケット

⑥-1 肩紐のテープを送りカン

　のバーを挟むように縫う

　次にナスカンを通し（②）、再度

　送りカンのバーを挟むように

　くぐらせる）（③④）
⑥-2 肩紐を作り（キルト芯を入れる）
　片側にナスカンのついていない側の
　テープをはさみこむ

キル
ト芯

テープ

縫い代1.5cm

キルト芯は裁ち切り

出来上がりで折り縫う

折る

折る

⑦-1 Ｄカン立ち上げ布を

　作りＤカンを通しておく

⑦-2 手紐の布を出来上がり

　で折り、折山線で折り、縫う

⑧-1 本体背に肩紐と手紐、

　Ｄカン立ち上げ布を

　仮止めする

⑧-2 当て布を縫い付ける

⑨-1 本体前と本体背の表地と

　裏地をそれぞれ外表に

　合わせて周囲を仮止めする

脇を折る

上下を折る

当て布

ナスカン

送りカン

⑤ ポケットを付ける

 ⑥ 肩紐を作る

⑦ Dカン立ち上げ布
　手紐を作る

⑨-2 本体とマチを中表に合わせて

　 周囲を縫う(両側)

No.3323-2 

⑦-2

⑧ Dカン立ち上げ布
　手紐・肩紐を付ける

 ⑨ 本体とマチを縫う

⑩-２ 右側のテープの端を１cm折り
　次に左側を乗せて重ね、
　縫い残した部分を縫う

1cm

1cm

1cm

⑩-1 バイアステープを縫代に乗せ、
　縫い始めと縫い終わりの２cm位
　を残し、縫い、テープを接ぐ位置の
　左右１cmずつ残しテープをカットする

⑩ 縫代を始末する

⑩-4 テープを反対側に返しはじめに
　縫った縫い目を隠す様に重ね、縫う

ポケット表地

(表)

縫い方手順に使用している生地等は実際のものとは異なります。ご了承下さい

テープ

肩紐

ポケット

手紐

Ｄカン立ち上ち上げ布

ポケット

手紐

Ｄカン立ち上ち上げ布

当て布

本体前

（裏）

本体背

（裏）

片側を縫い終えたらファスナーは少し開けておく

（④で縫ったパイピングの縫い目より１mm
本体側を縫う）

①

②

③

④

（①）

本体後表

ポケット(表)

両脇を縫い
Dカンをはさむ

⑦-1

出来上がり

折山線

３〜４cm

⑩-3 反対側の縫代も同様に
　始末する

縫い残した部分


